
たくさんの方にご参加いただき、無事に府民公開講座を終了させていただきました。

ご参加いただいたみなさま、関係者のみなさまありがとうございました。

ご参加いただいた方からのアンケート結果を集計いたしましたので、ご報告いたします。

１． ： 令和3年11月6日(土)　13時45分時開演

２． ： Web会議システム　Zoom

３． ： 131 名

■このイベントを何でお知りになりましたか？

公益社団法人 京都府介護支援専門員会 令和3年度府民公開講座

講演『災害について～経験から学ぶ平時の準備と対策～』

アンケート集計結果
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〇アンケートにお答えいただいた方 45 名

■本日の講演について

大変よかった 35名

よかった 9名

どちらともいえない 名

ややもの足りなかった 名

期待外れだった 1名

■本日の感想や今後の府民公開講座のテーマでご希望がありましたらご記入ください。

災害に対して先手を打つことの大切さがよく分かりました。早速「キキクル」を検索してみたいと思いま
す。ありがとうございました。

片平さんのお話は、気象予報士の立場からの内容で非常にわかりやすかったです。
先手を打って、そんはセンテが絶対に必要だと思いました。ありがとうございました。

片平さんのダジャレを交えた講義はとてもわかりやすくあっという間の1時間でした。ありがとうございまし
た。

ありがとうございました。

大変勉強になり楽しい講演でした。

お話がとてもわかりやすく、ためになりました。早速ハザードマップの確認、自分と家族が避難する先、
キキクルのアプリを準備しました。この機会に、マイタイムラインを作っておこうと思います。個別支援計
画について、兵庫県の例を参考に事業所で取り組むこととします。ありがとうございました。今回の研修で、マイタイムラインを作ることを初めて知りました。災害が起こる前に作ってあるのと作って
いないとでは雲泥の差があることに気づきました。早速作成して、家族や仲間と共有して行けたらと思っ
ています。ヤングケアラーとその支援などについて

大変わかりやすく楽しく講座を拝聴することができました。ありがとうございました。家族、地域の力、若い
方の力が必要であり、日ごろの関係性も必要と改めて感じました。先手を打つ、日ごろの訪問で確認し
ていきたいと思いました。ありがとうございました。本日はありがとうございました。とても分かりやすく、ポイントを押さえたお話で今後の業務の参考にさせ
て頂きたいと思いました。とても良い講座でしたので、資料があるとさらに嬉しかったです。
今後もご活躍期待しております。ありがとうございました。

片平さんの話は本当に分かりやすく、楽しく拝聴しました。今後起こるであろう災害に対し再度確認と準
備の心構えをもつことができました。ありがとうございました。

・身寄りのない方、もしくはあっても疎遠な高齢者への意思決定支援（特に医療同意等）について ・セル
フネグレクトへの対応と支援について

本日は、ありがとうございました。災害に関してですが、「福祉避難所」の運営方法や京都府ＤWAT活動
などお願いします。

わかりやすい言葉で解説していただき理解しやすかったです。普段業務に追われて災害への対策がし
づらい状態ではありますが、アセスメントやモニタリングなどの訪問時に、ご本人、ご家族と話す機会が
持てればと思います。本日はありがとうございました。災害について防災士の視点で、かつ、わかりやすく楽しく講話頂き大変
勉強になりました。業務として高齢者の方へ防災について確認などお話をしていますが、継続が難しい
と感じているところでした。しかし、今回お聞きしたキキクルやマイタイムライン等ツールを活用して生活何気なく聞いていた線状降水帯の詳しい内容を始めて知りました。
知らなかったことがたくさんあって、アッという間に終わってしまったという感想です。
以前マイタイムラインを取り寄せたことがありますが、未完成で終わりました。ケアマネさんに協力いただ気象情報から防災について分かり安く解説して頂き大変参考になりました。いま私たちに何ができるの
か、先手を打って事前に考え対応していくことの大切さが良く分かりました。防災と福祉は生活する上で
の予備力の評価でもあると思います。持続可能な対応を目指して取り組む必要があると痛感しました。わかりやすい言葉でお話も上手でとても勉強になりました。また、このような機会があれば是非参加した
いと思いました。講演中に時々飛び出るギャグ？？もクスッとする事ができ、勉強会なんですがほっこり
とした気持ちで拝見させて頂きました。有難う御座いました。何事も平時からの備えや意識が大事で、地域との顔の見える関係性がしっかり築けることにより、命を守
る行動がとりやすいことが分かりましたが、やはり、現実的な問題として、今、福知山も篠山市と同じよう
に災害の避難行動のケアプランを作成するモデル事業として今年度から指定されていますが、果たし気候危機…激甚化する気象の時代。最新版の防災情報を確実に受け取る。災害弱者を守るために福
祉専門職と地域防災組織が共同して個別の防災避難計画を作成することの有効性が非常にわかり易く
学びになりました。ネットで調べる為のキーワードを頂き、早速調べ、活用いたします。貴重なご講演を


